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研究成果の概要（和文）：

ケニアのイスラーム地域に暮らす女性と聴覚障害者の女性たちへの聞き取り調査を通して、
社会の周辺部にいる女性にとっては、貧困対策や職業訓練などの開発プロジェクトの実施に先
立って、何よりも教育の機会を得ることが、エンパワーメントに不可欠な経路であるというこ
とが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：
Through the interviews with Muslim women in North-eastern area and Deaf women

in rural and urban areas in Kenya, this study has revealed that those women who had
been socially and economically marginalized have been empowered by education far
more than anything before they are involved in any form of poverty reduction
programs or vocational training.
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１．研究開始当初の背景

2003 年からケニアではキバキ政権発足に
より初等教育の無償化が導入されたが、北東
州のような周辺部にはその恩恵はなかなか
届かなかった。また、無償化によってろう者
の特殊学級の生徒も増加したが、子どもであ
ふれかえる普通学級の教員を増やすことで
手一杯となり、ろうの子どもたちまで手が回
らない状況であった。
このような状況下で、ケニア社会の周辺部

出身の女性・女子生徒たちのエンパワーメン
トを考える共同研究を実施する必要性を強
く認識していたのである。

２．研究の目的

本研究は、ケニアにおける開発と伝統文化
の関係を、女性の社会進出にターゲットを絞
って考えていくものである。
まず、ケニアのイスラーム地域を対象とし

て、伝統文化の中のジェンダー格差を当事者
である女性たちがどのように排除しようと
しているのか、その取捨選択のメカニズムを
明らかにすることが、第一の目的である。
また、教育の機会を奪われ、民族語しか話

すことのできない女性たちが、社会進出を果
たすことができるかどうかについて、農村部
における開発プロジェクトの中で、民族語だ
けを話す女性たちがどのような地位に置か
れているのかを調査し、社会開発と言語選択
の問題をジェンダーの視線から明らかにす
ることが、第二の目的である。

３．研究の方法

以下の研究方法が主であった。

(1)海外の現地調査：最終年度 2009 年度を除
き、研究代表者・研究分担者が行った海外の
現地調査が中心的な研究作業であった。

(2)内外の学会への参加：本研究プロジェク
トにおいて行った研究について、その内容の
検討や微調整のために内外の研究者や NGO関
係者との議論を行った。また、各自がそれぞ
れ自主的に内外の学会やセミナーにおいて
意見交換を行ったことは言うまでもない。

４．研究成果

（戸田真紀子）
戸田は、ケニア共和国北東州ガリッサ県を

調査地として、主要民族であるソマリ人（イ
スラーム教徒）の女性たちが、女性蔑視の慣
習によって、教育の機会を奪われ、結婚後も、
社会においても家庭においても発言権のな
い状況を調査してきた。
日本の基準をあてはめると、ほぼ全員が輸

血が必要なほどの貧血状態である上に、ケニ
アでは違法行為であるが、取り締まりがない
ために、地元女性はほぼ 100％女性性器切除
(FGM)の施術を受けており、特に出産時に命
を落とす大きな原因になっている。
このような慣習に対抗するための女性の

エンパワーメントを考えるために、２つの女
子セカンダリースクール（NEP 中等学校およ
びウムサラマ女子中等学校）の校長やスクー
ルカウンセラーへのインタビューを毎年行
い、女子生徒の中退の原因を調べた。
通常言われているような貧困問題だけで

はなく、授業料負担がなくても、伝統的な考
え方や早婚などの慣習によって、中退させら
れる女子生徒の実態が明らかになった。
中退者を減らすことにより、将来この地で

活躍できる女性教員、女性看護師・助産師、
女医が生まれる可能性が高まり、社会の底辺
にいるソマリ語しか知らない女性たちのエ
ンパワーメントを助けることができるよう
になることも明らかにした。

（宮本律子）
宮本は、ケニア西部にある聴覚障害児童の

ための２つのセカンダリースクール（セント
アンジェラ・ムミアスろう中等女子学校およ
びクジャろう中等学校）とケニア中部にある
レベレント・ムホロろう中等学校）を訪れ、
女子学生に、インタビューを行った。また、
西部キスム周辺および首都のナイロビにお
いて、30 名ほどのろうの社会人女性にも聞き
取りを行った。

その結果、聴覚障害者に対する偏見と女子
教育に対する偏見と女子教育に対する無理
解とで、社会的に二重のハンデを背負ってい
るろうの女性たちが、学校の教員（特に、校
長などの管理職）や親の励ましによって、教
育の機会を得、それによって、自分達の言語
（手話）と文化（ろう文化）を獲得している
様子が明らかになった。
彼女たちにとっての第一言語（音声言語で

あれば「民族語」と同等の位置づけにある）
は、手話であり、それは、ろう者の集まる場



所でしか習得できない。そして、ろう学校で
築かれたろう者ネットワークが、社会開発に
おいて大きな力を果たしている実態も、明ら
かになった。

（２つの現地調査の比較検討）
つまり、この共同研究により、社会の周辺

部にいる女性にとっては、貧困対策や職業訓
練などの開発プロジェクトの実施に先立っ
て、何よりも教育の機会を得ることが、エン
パワーメントに不可欠な経路であるという
結論を得た。
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